
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

論理・表現Ⅲ

（１組：武居）（２組：左々）（３組：原山）（４組：久保）（５組：米山）（６組：久保）（７組：武居）（８組：米山）
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13

18

〇 〇

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科

【 知　識　及　び　技　能 】正しい語順、文法、論理構成を身につけ、詳しく書く技能を身につける。

外国語

13

13

〇

〇

〇 〇

評価規準

単元：関係詞、接続詞、前置詞
【知識及び技能】
　関係詞、接続詞、前置詞の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　形容詞節や副詞節の表現と工夫
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の立場になって伝える

・指導事項
　　関係代名詞、関係副詞、
　　名詞節、副詞節、前置詞句
・教材
　　Grammar Collection
　　Stock3000,　Follow Up
　　共通テストリスニング
・一人１台端末の活用
 
 
 

３
学
期

受験問題総合演習 個別指導
（自由英作文の添削等含む）

単元：名詞、代名詞、否定、強調
【知識及び技能】
　関係詞、接続詞、前置詞の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　形容詞節や副詞節の表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の立場になって伝える

〇

〇

〇

〇〇 〇

２
学
期

単元：形容詞、副詞、比較
【知識及び技能】
　形容詞や副詞の用法、比較を習得
【思考力、判断力、表現力等】
　比較表現で豊かな表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の立場になって伝える
 
 
 

・指導事項
　　形容詞の語法、副詞の語法、
　　形容詞/副詞を使った比較
・教材
　　Grammar Collection
　　Stock3000,　Follow Up
　　共通テストリスニング
・一人１台端末の活用
 
 

〇 〇

思

自分の興味あることを英語で発信したい、やり
とり
したいという意欲を持たせる指導をおこなう。
読み手によく理解してもらえるよう、相手の立
場を

〇 〇

配
当
時
数

態

・分詞の形容詞用法や分詞構文を使った表
現
　を正しく理解し、工夫して相手に伝え
　ようとしている。
・使役動詞や知覚動詞だけでなく、不定詞
や
　動名詞を使う動詞の違いを意識して使い
　分けることができている。
・定期考査や課題提出。単語テストや
　リスニング教材への取り組み。

・形容詞節、名詞節、副詞節など長くなっ
た
　カタマリを意識して正しい表現で情報量
　の多い伝達を工夫できている。
・関係代名詞と関係副詞の違いについて
　正しい使い方ができている。
・接続詞と前置詞の正しい使い分けができ
る
・定期考査や課題提出。単語テストや
　リスニング教材への取り組み。

〇

〇

〇

大学進学へ向けて、各自の課題に取り組ん
でいる。
・英検のWritingにある、意見表明文や要
約文に取り組んでいる。

〇

外国語 論理・表現Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

単元：分詞、動詞の語法
【知識及び技能】
　分詞の用法、動詞の語法を習得
【思考力、判断力、表現力等】
　動詞の語法を身につけ表現する
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の立場になって伝える
 
 
 
 

・指導事項
　　分詞形容詞、分詞構文、
　　動詞のさまざまな語法
・教材
　　Grammar Collection
　　Stock3000,　Follow Up
　　共通テストリスニング
・一人１台端末の活用
 
 
 

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

自分の意見や主張を伝えるために必要な英語の
語順、
文法、論理構成や展開及び表現等を理解してい
る。
論理構成や展開を工夫して詳しく書く技能を身

正しい英文を運用する力を身に着けたうえで、
読み手によく理解してもらえるよう表現し、聞
いたり読んだりしたことも活用しながら正しく
書いて伝えていくよう工夫して表現する。
 

NEW　FAVORITE　Ⅲ

外国語

読み手によく理解してもらえるよう、工夫しながら試行錯誤を重ねて表現する力を伸ばす。

自分の興味あることや伝えたいことを表現する意欲を持ち、相手の立場を考える人間性を尊重する。

〇

合
計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇

・指導事項
　　名詞の語法、代名詞の語法、
　　否定、強調構文
・教材
　　Grammar Collection
　　Stock3000,　Follow Up
　　共通テストリスニング
・一人１台端末の活用
 

〇 〇

〇

・形容詞と副詞がそれぞれ何をどう修飾す
るのか基本から理解できている。
・形容詞と副詞の用法に習熟し、比較表現
を正しく使うことができている。
・グラフや表を読み解いて、比較を使って
要約文を作ることができる。
・定期考査や課題提出。単語テストや
　リスニング教材への取り組み。

・日本人には理解が難しい英語の名詞の用
法を正しく理解して表現できている。
・全部否定、部分否定、not/noを使わない
否定表現など、適切に使い分けができる。
・強調したいことをを、名詞、副詞、動詞
など強調の方法の違いを意識できている。
・定期考査や課題提出。単語テストや
　リスニング教材への取り組み。

〇 〇


